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５
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６
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６
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９
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２
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４
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６
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25％減地域会社の年収の推移
（一般1級C評価、Bさん60歳）

2000年度 2011年度

8兆8800億円 9兆5400億円

デ
フ
レ
の
原
因

デ
フ
レ
不
況
の
原
因
は
、
賃

下
げ
や
非
正
規
労
働
者
の
増
加
、

労
働
条
件
の
悪
化
が
原
因
で
す
。

年
間
給
与
総
額
は
、
ピ
ー
ク

か
ら
約

25
兆
円
減
っ
た
と
の

試
算
も
あ
り
ま
す
。

企
業
は
カ
ネ
余
り

厚
生
労
働
省
は

12
年
版
の
労

働
経
済
白
書
の
な
か
で
、
企
業

は
貯
蓄
が
投
資
を
上
回
る
カ
ネ

余
り
状
態
だ
が
、
利
益
が
株
主

へ
の
配
当
金
な
ど
に
回
さ
れ
、

賃
上
げ
や
人
材
育
成
に
十
分
活

用
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
、

働
く
人
へ
の
分
配
を
増
や
す
こ

と
が
経
済
活
性
化
に
重
要
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
労
働
経
済
白
書
の

と
お
り
、
９
兆
５
千
億
円
超
も

の
膨
大
な
利
益
を
貯
め
込
み
、

私
た
ち
の
年
収
は
数
百
万
円
下

が
っ
た
ま
ま
で
す
（
図
２
、
３
）
。

５
万
円
の
賃
上
げ
要
求

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の

賃
上
げ
要
求
額
は
単
純
平
均
で

４
万
９
千
円
強
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
に
は
、

５
万
円
の
賃
金
要
求
な
ど
を
提

出
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

要
求
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

あ
な
た
も
Ｎ
関
労
に
入
っ
て
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
て
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

非
正
規
労
働
者
（
有
期
雇
用

契
約
者
）
の
13
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
通
勤
費
が
出
な
い
」

と
の
回
答
が
40
％
近
く
に
の
ぼ

り
ま
し
た
（

60
歳
超
え
契
約

社
員
を
除
く
）
。

し
か
し
、
法
律
（
労
働
契
約

法

20
条
）
が
改
正
に
な
り
、

こ
の
４
月
か
ら
、
「
期
間
の
定

め
が
あ
る
こ
と
」
を
理
由
に
、

正
規
と
非
正
規
で
労
働
条
件
に

格
差
を
つ
け
る
こ
と
は
、
特
別

な
理
由
が
な
い
限
り
禁
止
さ
れ

ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
通
達
文
章

（
基
発
０
８
１
０
第
２
号
）
で

は
、
「
と
り
わ
け
、
通
勤
手
当

や
食
堂
の
利
用
、
安
全
管
理
な

ど
」
は
、
差
別
的
な
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
の
非
正
規
社
員

に
つ
い
て
の
春
闘
要
求

１
、

12
年
８
月

10
日
に
公

布
さ
れ
た
「
改
正
労
働
契
約
法
」

に
基
づ
き
、
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
を
、
職
場
内
均
等
待
遇
と

す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
通
勤

手
当
、
食
堂
の
利
用
、
安
全
管

理
な
ど
に
つ
い
て
労
働
条
件
を

相
違
さ
せ
な
い
こ
と
。

２
、
派
遣
社
員
が
受
け
取
る

時
給
を
１
５
０
０
円
以
上
と
し
、

派
遣
元
会
社
へ
の
契
約
改
善
を

行
な
う
こ
と
。

３
、
派
遣
社
員
等
の
労
働
者
は
、

本

人

希

望

ど

お

り

に

雇

用

継

続

す

る

こ

と
、
等
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
貯
め
込
ん
だ
利
益
は
９
兆
円
超

そ
の
数
％
で
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
で
す

非
正
規
の
み
な
さ
ん
全
員
が

通
勤
手
当
を
も
ら
え
ま
す

４
月
か
ら
法
律
が
変
わ
り
ま
す

図2：賃金と株主配当の推移

図1：賃上げが景気回復のカギ

図３：ＮＴＴの内部留保

あなたの悩みを
一緒に解決します。

賃金未払い、パワハラなど

労働相談ほっとライン

03-6806-0255
均等
待遇



東京新聞12.12.27
年　収 300万円 500万円 700万円 900万円 1200万円
消費税

負担増
79,017 115,644 152,272 188,900 243,841

その他の
増税

62,775 59,998 53,889 42,294 41,061

社会保険
料アップ

40,650 67,750 94,850 121,950 146,752

子供手当
の減額

72,000 72,000 72,000 72,000 192,000

　合　計 254,442 315,392 373,011 425,144 623,654

（注）年収は夫のみとし、消費税の逆進性対策は考慮していない　　　

2011年度から2016年度への家計圧迫の試算

（夫４０歳、妻３８歳、子は８歳と６歳）

　 ６０歳 超え 契 約社 員 の 改善 要 望　 　 単位 ：％

労働 条件 改善 に関 する設 問 13春闘 12春 闘
人間 ドックなど受 診　 71.4 68 .7
病気 休暇 の有 給化 20.9 37 .3
食事 補助 　 16.4 41 .8
時給 制か ら月給 制へ 14.9 28 .4

フルタイム賃 金格 差是 正 13.4 11 .9
ボ ーナス の地 域間 格差 11.9 40 .3
隔週 勤務 の賃 金の 改善　 10.4 28 .4
現状 でよ い 4.5 10 .4

　 カフェ テリ アメニ ューの 拡 大 要望 　 　単 位：％

要望 項目 上位 13春闘 12春 闘
コンビニ等で 使え る食 事券 45.9 33 .8
社員 食堂 補助 の増 額 32.8 42 .1

リフレ ッシュ給付 32.0 24 .1
眼鏡 購入 補助 20.5 12 .4
書籍 ・CD購入補 助 18.9 15 .2
教育 費補 助 16.4 9 .7
車検 代補 助 13.9 11 .0
　 　　Ｎ関 労春闘 アンケートの回答 者総数 に 対す る割 合

１

、
賃

金

引

き

上

げ

に

つ
い
て

①
資
格
賃
金
を
一
律
月
額

５
万
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②

13
年
度
の
特
別
手
当
を

基
準
内
賃
金
の
６
か
月
分
を

支
給
す
る
こ
と
。

③
地
域
会
社
の
賃
金
水
準

お
よ
び
諸
手
当
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

準
拠
さ
せ
る
こ
と
。

２

、
地

域

会

社

の

労

働

条
件
に
つ
い
て

①
地
域
会
社
で
労
働
条
件

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

な
委
託
費
を
保
証
す
る
こ
と
。

②
地
域
会
社
委
託
業
務
の

変
更
は
、
地
域
会
社
で
働
く

労
働
者
へ
の
労
働
条
件
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
た
め
事

前
に
説
明
を
行
う
こ
と
。

３

、
処

遇
体

系

の

再

構

築
に
つ
い
て

①
現
行
賃
金
制
度
を
維
持

し
、

60
歳
以
降
の
賃
金
財
源

に
つ
い
て
は
賃
金
原
資
あ
る

い
は
人
件
費
総
額
を
増
額
す

る
こ
と
で
対
処
す
る
こ
と
。

②
処
遇
体
系
の
再
構
築
後

の
賃
金
総
額
と
現
行
の
退
職
・

再
雇
用
者
の
賃
金
総
額
の
差

額
分
を
是
正
す
る
こ
と
。

③
地
域
加
算
手
当
の
基
準

外
化
は
撤
回
し
、
将
来
に
渡

り
地
域
加
算
手
当
の
廃
止
を

行
わ
な
い
こ
と
。

④
年
金
支
給
開
始
年
齢
が

61
歳
と
な
る

、

い

わ

ゆ

る

「
無
年
金
世
代
」
に
つ
い
て
、

東
日
本
グ
ル
ー
プ
会
社
の
全

て
の
社
員
に
、
厚
生
年
金
比

例
報
酬
部
分
相
当
の
賃
金
を

保
障
す
る
こ
と
。
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人
は
出
会
い
と
別
れ
を

繰
り
返
し
そ
の
中
か
ら
喜

び
や
悲
し
み
を
覚
え
成
長

す
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て

全
て
の
愛
情
を
傾
け
全
幅

の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
親

に
捨
て
ら
れ
る
ほ
ど
辛
く

悲
し
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
う
。

こ
の
作
品
は
、
９
歳
の
少
女
ジ
ニ

が
大
好
き
な
父
親
に
養
護
施
設
へ
預

け
ら
れ
、
迎
え
に
来
て
く
れ
る
と
信

じ
つ
つ
も
、
や
が
て
親
に
捨
て
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
次
の
一
歩

を
踏
み
出
す
ま
で
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
秀
逸
さ
は
不
幸
な
試

練
に
立
た
さ
れ
た
子
ど
も
の
境
遇
を
、

憐
れ
ん
だ
り
「
お
涙
ち
ょ
う
だ
い
」

に
せ
ず
、
９
歳
の
子
ど
も
で
も
怒
り

や
痛
み
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら
人
生
を

生
き
抜
く
こ
と
を
学
び
と
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
描
い
て
い
る

こ
と
で
す
。

少
女
は
強
い
意
志
を
感
じ
る
眼
差

し
で
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
据
え
ま
す
。

信
頼
し
て
い
た
父

親
に
捨
て
ら
れ
、

そ
の
事
実
を
受
け

止
め
る
こ
と
が
で

き
ず
反
抗
を
繰
り

返
し
ま
す
。
人
を
寄
せ
付
け
な
い
眼

差
し
は
、
ヒ
ナ
が
親
鳥
に
全
幅
の
信

頼
を
寄
せ
て
成
長
す
る
よ
う
に
、
大

好
き
な
父
親
の
運
転
す
る
自
転
車
に

乗
っ
て
ほ
ほ
笑
む
至
福
の
表
情
と
対

比
さ
せ
彼
女
の
境
遇
を
浮
き
彫
り
に

し
ま
す
。

そ
し
て
、
養
子
と
な
る
た
め
一
人

で
フ
ラ
ン
ス
の
空
港
に
降
り
立
つ
姿

は
自
ら
の
境
遇
を
受
け
入
れ
前
へ
進

も
う
と
す
る
彼
女
の
意
志
を
表
し
、

監
督
自
身
の
幼
児
体
験
か
ら
作
ら
れ

た
と
い
う
監
督
の
分
身
の
よ
う
な
ジ

ニ
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
感
情
の
強

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

（
み
）

映画紹介 31

冬
の
小
鳥

09
年

南
朝
鮮(

韓
国)=

フ
ラ
ン
ス

年
間
数
十
万
の
負
担
増

ス
ト
ッ
プ
大
増
税

正
せ
不
公
正
税
制

イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

絵
に
か
い
た
餅

安
倍
内
閣
の
金
融
緩
和
、
200
兆
円

も
の
ム
ダ
な
公
共
投
資
を
進
め
デ
フ

レ
を
脱
却
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

賃
金
が
上
が
ら
ず
２
％
の
イ
ン
フ
レ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
物
価
高
）
な
ら
、
私

た
ち
の
生
活
を
ま
す
ま
す
苦
し
く
し
、

国
の
借
金
を
増
や
す
だ
け
で
す
。

消
費
も
し
ぼ
む
大
増
税

さ
ら
に
は
、
①
消
費
税
率
（

14
年

４
月
に
８
％
、

15
年

10
月
に

10
％
）

の
引
き
上
げ
、
②
住
民
税
の
年
少
扶

養
控
除
の
廃
止
、
③
所
得
税
や
住
民

税
を
対
象
に
し
た
復
興
増
税
、
④
地

球
温
暖
化
対
策
税
の
導
入
、
⑤
子
ど

も
が
い
る
世
帯
で
は
子
ど
も
手
当
の

減
額
、
⑥
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、

健
康
保
険
な
ど
の
社
会
保
険
料
の
値

上
げ
、
に
よ
り
負
担
増
の
年
間
金
額

は
、
４
人
家
族
の
ケ
ー
ス
で
年
収
500

万
円
の
場
合
は

31
万
円
強
に
も
な
り

ま
す
（
表
）
。

不
公
正
税
制
の
是
正
で

30
兆
円
の
新
た
な
財
源

民
主
団
体
の
試
算
結
果
で
は
、
不

公
正
税
制
を
是
正
す
れ
ば

30
兆
円
程

度
の
新
た
な
財
源
は
可
能
と
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

１
、
内
部
留
保
260
兆
円
を
蓄
積
す

る
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制
の
廃
止
。

２
、
法
人
税
は

89
年
以
降

12
％
減

税
さ
れ
て
お
り
、
大
企
業
へ
の
課
税

率
を
高
め
る
こ
と
。

３
、
延
長
を
決
め
た
証
券
優
遇
税

制
を
本
来
の
20
％
に
戻
す
こ
と
。

４
、
日
本
企
業
の
社
会
保
障
負
担
・

４
％
台
を
欧
州
主
要
国
の
７
～

10
％

と
す
る
こ
と
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
持
株
会
社
に
毎
年
335
億
円
の
配

当
金
を
支
払
い
利
益
を
還
流
し
、
利
益
の
貯
め
込
み
金

は

10
年
前
に
比
べ
て
２
千
億
円
超
も
増
え
て
い
ま
す
。

以
下
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
各
社
へ
の
春
闘
要
求
書
の
骨
子
で
す
。

春闘要求書を提出

Ｎ
関
労
に
入
り
声
を
上
げ
よ
う

東
日
本
の
利
益
も
膨
大


